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3. 新聞記事と写真で見る附属天文台の 80 年 

 この章では、過去の新聞や雑誌の記事、当天文台に所蔵されている古い写真、さらに

当天文台にゆかりの深い方々からご提供いただいた写真を見ながら、附属天文台の 80 年

を振り返ります。なお、本章で使用われている新聞や雑誌の記事は各新聞社（通信社の

配信記事の場合はその配信元の通信社）または出版社から許諾を得て転載しています。

これらの記事を無断で複製、送信、出版、頒布、翻訳、翻案する等、著作権を侵害する

一切の行為を禁止します。 

    

花山天文台創立当時の理学部構内の天文台ドーム 

 

花山天文台の創立者 新城新蔵博士 
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新城新蔵博士が作成した花山選定理由書 

「宇宙物理学教室の一部の移轉地を北花山山に撰定し其敷地として約八千坪の廣さを必要とする理由」

（歴史館に所蔵） 
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クック 30cm 屈折望遠鏡の完成を伝える古い新聞記事（1927 年 7 月） 

 

工兵隊による天文台への自動車道の建設を伝える古い新聞記事 2 件（1927 年 8 月） 

1927 年 
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京都日日新聞に掲載された新城新蔵博士の寄稿文「東山天文台」（1928 年 1 月 1 日、3 日） 

（次ページに元原稿の全文のテキスト版を掲載） 

1928 年 
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「東山天文台」 

京大理学部教授理学博士 新城新蔵 

   （一） 

 私は今度大学が京都東山に天文台を建設するに至ったことに就いて一言申述べたいと思う。これは

表面的に言えば『今度市電の所謂大学線が出来ることになったので、現在の大学天文台は電車近接の

ために蒙るべき電気的及び器械的障害を避けるために移転するの必要を感じ、地を山科町花山の頂に

相し、昭和三年秋を期してそこに移転することとなった』という至極簡単明瞭な話で何のへんてつも

ないが、併し其実質的内容は大いに注釈を要することである。何故に新天文台の敷地として東山の一

部を選んだか、天文台は何をするために設けるのか、東山と天文台との因縁関係は如何。私はこれ等

の諸点に就いて一応解説を加えたいと思う。 

 形式的に見れば、外来の障害を避けんがために逃げ出すという極めて消極的の施設に過ぎぬのであ

るが、併し実質的にはこの機会を利用して大いに発展せんとする積極的の計画であることは言うまで

もない。多年雌伏その時節を待っておったものが今や大いに雄飛せんとするので、実に私共はこれを

もって昭和即位の大典を永遠に記念することに資たいと思っている。 

 布団着て寝たる姿や東山、その東山の一角に天文台を設けるのは甚だしく不似合であると考える人

もあるかも知れないが、私はこの点に関して特に京都市民の考察を煩わしたい。勿論私といえども『何

事ぞ花見る人の長刀』――花の山に長刀を振廻すほどの無風流な真似をするつもりはない。天文台敷

地なる北花山は標高二百二十メートルで標高二百三十メートルなる清水山の東に当り、全くその陰に

隠れて京都市内からは見えないので、所謂風致問題に触れる虞れはなく、しかも天文台の位置として

望ましい多くの条件を具備しているので、この地点を選んだわけなのであるが、しかし私はなお一歩

を進めて、所謂『京の東山』に天文台を建てるというその精神に就いて、深く京都市民の諒解を得、

その支持を期したいと思う。 

 思うに東山を布団着て寝た姿に見たてた人は、東三本木辺りの寓居に寝転んで見たものであろうが、

無論京都人はいつも寝てばかりはおらぬ。ねころんでねた姿に見たてる代りに、新時代に活躍すべき

京都人は、寧ろたって見てたつの姿に見たてるべきではなかろうか。 

 東山を龍
たつ

に見たてることは決して私の空想ではない。実に桓武天皇の平安遷都の大精神に基いてい

る。謹んで案じるに、遷都の詔に山河襟帯自然作城とあるのは、京都の地をもって、東は青龍、北は

玄武、西は白虎、南は朱雀、四神相応の地と認められたので、これによれば東山は青龍、即ち活気あ

る青年の龍に見立てられている。我々は決して東山をして長夜の眠を貪らせてはならぬ。時を得て奮

い立ち、青龍の如くに活躍させなければならぬ。そもそも龍とは何物か。龍と天文とは知何なる因縁

ありや。 

 

   （二） 

 龍とは何か、これは実に興味ある問題である。もとより実在の動物でないことは言うまでもないが、

しからば何に基き何に象って仮想したものであろうか。私の研究した所によれば、龍は本来天上のも

ので天文学との関係は頗る深い。夏の夕方南方に見える一連の星象で、誰が見ても尾の曲った動物の

形に見えるものがある。これを名づけて龍と称えたもので、その出自は極めて明白であるにも拘らず、

長い年代の聞に何時しか伝統を失したのは遺憾に堪えない。遂に或は大蛇
お ろ ち

の如きものから或は鰐の如

きものから連想したものではないかとまで疑われるに至っては言語道断、我が神聖な龍を冒涜するも

1928 年 
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また甚だしと言わねばならぬ。 

 現在まで継承した文明は今より四五千年前に始まった農業文明であるが、農業文明の初期にあって

最も痛切に必要を感じたのは、一年春夏秋冬の変化を的確に知らせるためによい暦を作ることであり、

これがためには東西共に非常に苦心している。支那の上代には夕方日没直後に見える天象を見てそれ

によって時節を判断したもので、この目的のために主として観測した目印の星を総称して辰と称えて

おり、辰としては或は大火
だ い か

、或は参
さん

、或は北斗などを用いている。 

 大火というのは夏の夕方南方に見える赤色の一等星で、この星から丁度目没直後に南中するのを以

って夏の真中五月の目印としていたものである。辰の中でも特にこの大火は殷
いん

の代を通じて長い間主

要な辰として用いられていたので、終には辰の名を独占し、辰といえば常に五月の星なる大火を指す

ようになり、やがて後に一年十二ヶ月の名称と記号とを定める折に辰を以って第五番の記号とするに

至ったものである。 

 辰は、これによって一年四季の時節を定めるものなので、農業文明の初期においては絶対必要のも

のとして甚だしく重んぜられ、又尊崇されたものである。現に農という文字は辰という字より成って

おり、又大火付近の星の連絡は尾の曲った動物の形を連想させるので、この星像を神聖な龍と名づけ

て尊崇するに至ったものである。 

 大火はこの龍の胸に当るので又これを心とも称える。後漢時代に出来た設
せつ

文
もん

に、龍は春分にして天

に昇り秋分にして淵に潜むもの也とあるのは、丁度春分頃より見え始め秋分頃には太陽に近づいて見

えなくなる天の龍の出没を伝えているものである。又辰は時節を建てるものなので、龍の和名をたつ

というのもこれがためである。 

 黄道二十八宿の一周を四分し、これに方位や色などを配当したのであるがその第一部は了度前述の

天の龍の部分に当るので、東方蒼龍（又は青龍）と称えて四神の随一に置いたものである、かくして

京都の東山は奠都の際に青龍に見立てられ、従ってそれによって古代の天文学との因縁が結ぼれたわ

けであるが、龍と天文学との間には更にもう一段の深い因縁がある。 

 

   （三） 

 今から四五千年の昔、農業文明の初期に当って一年春夏秋冬の変化を明らかにし、良い農業暦を作

るために開け始めた天文学は、以来文明の発展に伴いその任務もまた幾変遷したが、常に文明の先頭

に立ってその進運に貢献している。 

 現代の文明は動力文明であり、動力文明の将来に懸って太陽熱の利用如何にありといはれているの

であるが、現代の天文学は実に太陽の研究を以ってその主要任務としている。太陽の本体は如何なる

ものか、太陽の光熱は如何にして発生し如何様に変化するものか、これ実に動力文明の死命を制すべ

き大問題であり、現在の天文学者がその全力を挙げて解決に努めている懸命の問題である。 

 空にある幾億の恒星は、その実質に於いてはことごとく皆我が太陽と同種類のものであることが明

かになったので、我が太陽の本質知何を明かにするためには、これ等幾億の恒星を比較研究するのが

最も便利な方法であることは言うまでもない。しかも今日まで研究された所によれば、我が太陽を始

め幾億の恒星は悉く皆、その初めは密度非常に希薄にして厖大なる容積を占めたものより始まり、内

部相互の引力のために次第に密集し、密集したために多量の光熱を発生し、かくして厖大にして光輝

強き巨星時期より、やがて収縮して次第に光輝弱き矮星時期に入り遂に見えざるに至るものと思われ

るので、巨星の再極端にある星、即ちいわば生れたばかりの厖大な巨星の研究こそは、実に全問題解

1928 年 
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決の肝心であるといわなければならぬ。 

 大火又は龍の心として重要な辰の役目を務めた赤色の星は、今日の天文学より見れば、偶然にもま

た、巨星時期の最極端にあるものであり、その大きさは我が太陽に比し、直径において約三百倍、体

積において約三千万倍、その平均密度はおよそ我が太陽の幾百万分の一という程度のものであろうと

いわれている。我々はこの星の本質を明かにすることによって直ちに我が太陽の問題を解決し、かく

して動力文明の将来に光明あらしめることが出来るであろうと思われる。この星こそは実に現代天文

学の眼目であり、真に龍の顎の宝珠とも誓えるべきものといわねばならぬ。 

 これを要するに形容的の言葉を以ってすれば、古往今来、天文学は常に龍の研究を以って終始して

いる。古代の天文学は龍の出没を観測していたものであり、現代の天文学は龍の顎の宝珠を探ってい

る。 

 易の乾の卦に日く、『九五は飛龍天に在り、大人を見るによし』これに基いて天子を龍に譬え、天

子の位を九五の位と称えているのであるが、ことしたつの年の秋に天子即位の大典を京都に行われる

に際し、京都の東方蒼龍の山の背に天文台を建設し、龍の顎の珠を探って君が代の万歳を祝おうとす

るのは、並々ならぬ因縁であるといわなければならぬ。 

  君が代をおもふ心の一すじに たつのあきとの珠も見ましや 

 東山天文台の建設に関して、中井、上田、河合、曾野、渡邊、杉本の六氏より敷地を寄付せられた

こと、伏見の工兵第十六大隊がその演習作業として天文台道路を開鑿せられたことは、共に私共の深

く感激に堪えざるところ、この機会において更に感謝の意を表したい。 

 

（編集者注）この原稿は昭和三年に新城新蔵博士が京都日日新聞に寄稿したものです。この原稿を本

誌にご提供いただいた京都産業大学・大学史編纂室の荒木雄豪氏に感謝します。 

1928 年 

 

1928 年、比叡山山頂にて。左端が山本一清博士、中央が木村栄博士、後列の男性が上田穣博士。

（山本進氏提供） 
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1929 年 10 月 21 日 京都日日新聞 

1929 年 10 月 19 日 京都日出新聞 

1929 年 
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1931 年 7 月 7 日 読売新聞 

 

1930 年 3 月 15 日 朝日新聞 

 

1930-1931 年 
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初代台長 山本一清博士（本館図書室に掲示） 

1935 年 10 月 20 日 朝日新聞 

1935 年 
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1941 年 1 月 31 日 朝日新聞 

 

1941 年 
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初代台長山本一清博士（前列中央）と第二代台長上田穣博士（同左）。前列右端は、のち

に気象庁長官となる柴田淑次氏（山本進氏提供） 

 

1943 年 

 

花山天文台に賓客（前列の 3 人）を迎えた時の写真（撮影日不詳）。前から 2 列目左から 2

人目が山本一清台長。3 列目の左から 3 人目が柴田淑次氏。（山本進氏提供） 
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1951 年 12 月 11 日 朝日新聞 

 

1951 年 
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1953 年 12 月 16 日 読売新聞 

 

1953 年 
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1957 年 4 月 22 日 読売新聞 

 

1956 年 9 月 10 日 朝日新聞 

1956-1957 年 
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1957 年 10 月 10 日 読売新聞 

 

1957 年 
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1957 年 10 月 16 日 読売新聞 

1957 年 
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1958 年 5 月 20 日 読売新聞 

1958 年 

 

現在のシーロスタットの 1 面鏡と 2 面鏡

（2009 年 8 月 14 日撮影） 
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1959 年 11 月 8 日 毎日新聞 

1959 年 
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1960 年 10 月 12 日 朝日新聞 

 

第三代台長 宮本正太郎博士（本館図書室に掲示） 

1960 年 
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1960 年 10 月 28 日 朝日新聞 

1960 年 
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1961 年 4 月 28 日 京都新聞 

1961 年 
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1961 年 8 月 23 日 京都新聞 

1961 年 
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1961 年 9 月 17 日 京都新聞 

 

1961 年 
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1961 年 9 月 17 日 京都新聞 

1961 年 
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1962 年 7 月 7 日 京都新聞 

1962 年 
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1962 年 10 月 6 日 京都新聞 

 

1962 年 
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1963 年 3 月 2 日 読売新聞 

1963 年 

 

京都を訪れたコパール博士と握手する宮本台長（1964

年ごろ）。コパール氏は 1936 年の北海道日食の際にも

日本を訪れている（2000 年 8 月 21 日の記事下の写真参

照）（松本由紀子氏提供） 



－35－ 

 

 
 

1963 年 4 月 17 日 読売新聞 

 

1963 年 
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1965 年 8 月 26 日 朝日新聞 1967 年 6 月 21 日 朝日新聞 

1964 年 5 月 24 日 読売新聞 

1964-1967 年 
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1968 年 5 月 22 日 読売新聞 

1968 年 
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1968 年 10 月 4 日 中日新聞 

 

1968 年 
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1968 年 11 月 23 日 読売新聞 

1968 年 
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集合写真 

 

1951 年 3 月 13 日、宇宙物理学教室屋上にて。最前列右から 5 人目が宮本正太郎博士（松本由紀子氏提供）
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集合写真 

 

1953 年 3 月、宇宙物理学教室前にて。最前列左から 4 人目が宮本正太郎博士（松本由紀子氏提供） 

 

 

花山天文台本館玄関前にて（1967 年ごろ撮影。松本由紀子氏提供） 
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京都賞受賞のため来日したパーカー博士（後列右から 3 人目）を囲んで。後列右から二人

目は田島俊樹博士（当時、原子力研究機構関西光科学研究所所長）（2004 年 3 月撮影） 

 

 

ペルーから来日した石塚睦博士御一行。右からイシツカ・ホセ博士、石塚夫人、石塚睦

博士の各氏。（2004 年 3 月撮影） 

ゲスト写真 
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作家小松左京氏（前列中央）を迎えて（本館図書室にて 2007 年 12 月撮影） 

 

 

小松左京氏（最前列右）と小松左京研究会の方々を迎えて。 

2 列目左端は澤田芳郎京大教授（国際融合創造センター）（本館玄関前にて 2007 年 12 月撮影） 

ゲスト写真 


